
昭和殉難者法務死追悼・年次法要ご案内 

 

 

ご挨拶 

 

早春の候 皆様にはご機嫌麗しくお過ごしのこととお慶び申し上げます。 

さて、終戦の聖勅が下り、過酷な戦争を生き抜いた安堵感に浸る間もなく、戦犯として拘束され、 

処刑された方々が続出いたしました。その皆様のご無念は如何ばかりでありましょう。 又 その

汚名を共に耐えられたご家族のご難儀は察するに余りあります。 

唯、従容として刑場に趣くことができたのは、自らの死が祖国日本の復興とアジアの繁栄の礎 

となると信じられてのことと存じます。 その無念を晴らすべく、その念願を果たすべく、脇目

も振らずに昭和から平成そして令和への日本の繁栄を支え、導いてこられた戦友の皆様も多く鬼

籍に移られました。 

その名誉を挽回しご無念を晴らすために、平成 6 年 5 月 14 日前橋陸軍予備士官学校出身の有志

の働きかけにより、聖地高野山奥の院英霊殿横に建立されたのがこの追悼碑であり、爾来毎年追

悼法要が執り行われて参りました。 

本年も変わらず、法要を執り行いたいと思いますので、各位にはご多忙とは存じますが、多数 

ご参詣の程ご案内申し上げます。 

 

 

御導師 

高野山真言宗管長総本山金剛峯寺 

座主 大僧正 長谷部 真道 猊下 

 

令和 7 年２月吉日 

 

 

        祭 主 ： 近  畿  偕  行  会  会長 加賀本 昭雄 

            昭和殉難者法務死追悼碑を守る会 会長 築野 富美 

 

 【場 所】 高野山 奥の院 昭和殉難者法務死追悼碑前 

【日 時】 令和 7 年 4 月 29 日（火・祝） 午前 11 時 30 分 開式 

【ご注意】 電車でお越しの場合、難波駅から南海高野線にて極楽橋駅を経由し、ケーブルカー

に乗り換え高野山駅下車、その後、バス又はタクシーにお乗りいただき、「奥の院前」

で降りてください。（座席指定特急券は、1 か月前から予約購入できます） 

【献花・お灯明料】 恐縮ながら 3000 円をご寄進くださるようお願い致します。 

【連絡先】 昭和殉難者法務死追悼碑を守る会事務局 

      〒649-7122 和歌山県伊都郡かつらぎ町新田 94 

      築野食品工業株式会社内 総務部   電話 0736-22-0805 


